
文：槌田波留基　写真：特記以外は中原一隆

JR、東京メトロ、東急、京王の5駅8線
の鉄道を擁する渋谷駅街区。巨大な公
共交通結節点で一大再開発事業が展開
されている。銀座線リニューアルの一
環で復元された東京メトロ銀座線の車
両が生まれ変わる渋谷を予感させる。

訪日外国人旅行者が急激に増えている。爆買という言葉も記憶に新しい。それも一息つき、瞬間風速
的な消費活動が右肩上がりに伸びていくことは期待できないが、観光産業が日本の経済発展を牽引す
る成長産業であることは変わらない。国は日本のファンを増やし、顧客層の拡大を図るために、振興策
を次々と打ち出している。公共交通の環境整備もその一つだ。東京の公共交通は鉄道、地下鉄、バス
などが充実し、利便性は高いが、初めて利用する外国人旅行者にとって分かりにくく、利用しづらい点
があることも否めない。様々な人が快適に移動でき、思い出に残る旅を体験できるよう、3年後に開催さ
れる東京オリンピック・パラリンピックをも見据え、公共交通の改造が進んでいる。
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進化を遂げる
東京の公共交通
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一
年
間
に
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
旅

行
者
の
数
が
昨
年
初
め
て
二
、〇
〇
〇
万

人
を
突
破
し
た
。一
方
、日
本
の
人
口
は

減
少
を
続
け
、
二
〇
六
〇
年
に
は
一
億

人
を
割
り
込
む
と
い
う
予
測
も
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
地
方
に
お
い
て
顕
著
で
、

わ
が
国
の
経
済
を
維
持
、
発
展
さ
せ
る

た
め
に
は
地
方
の
活
性
化
が
要
に
な
る
。

　

そ
こ
で
切
り
札
と
な
る
の
が
「
観

光
」
だ
。
日
本
全
国
の
観
光
資
源
が
も

つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
活
か
し
、

多
く
の
観
光
客
を
誘
致
、
経
済
の
活
性

化
を
図
る
。
海
外
か
ら
日
本
へ
、
東
京

か
ら
地
方
へ
、
地
方
か
ら
都
市
部
へ
。

観
光
の
振
興
に
と
も
な
う
消
費
の
拡
大

が
、
今
後
の
日
本
経
済
を
牽
引
す
る
エ

ン
ジ
ン
と
な
る
。

　

昨
年
三
月
、
政
府
は
「
明
日
の
日
本

を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
発
表
。

観
光
を
新
た
な
基
幹
産
業
と
位
置
付
け
、

各
種
取
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
そ

し
て
、
三
年
後
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
。

ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
ら
れ
た
訪
日
外
国
人

旅
行
者
数
の
目
標
は
同
年
ま
で
に
四
、

〇
〇
〇
万
人
、
さ
ら
に
二
〇
三
〇
年
に

観
光
を
経
済
発
展
の
切
り
札
に

六
、〇
〇
〇
万
人
を
目
指
す
。
二
〇
二
〇

年
の
消
費
額
目
標
値
も
国
内
外
の
旅
行

者
と
合
わ
せ
て
三
〇
兆
円
に
迫
る
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
「
観
光
資
源
の

魅
力
を
極
め
、
地
方
創
生
の
礎
に
」「
観

光
産
業
を
革
新
し
、
国
際
競
争
力
を
高

め
、
我
が
国
の
基
幹
産
業
に
」、
そ
し
て

「
す
べ
て
の
旅
行
者
が
ス
ト
レ
ス
な
く
、

快
適
に
観
光
を
満
喫
で
き
る
環
境
に
」

と
い
っ
た
三
つ
の
視
点
が
あ
る
。
こ
れ

を
現
実
の
も
の
と
す
る
基
軸
の
一
つ
に

交
通
環
境
の
整
備
が
あ
る
。
そ
も
そ
も

「
旅
」
の
前
提
と
な
る
移
動
手
段
、
公
共

交
通
の
充
実
な
く
し
て
、
日
本
の
観
光

振
興
は
な
し
え
な
い
。

　

日
本
が
世
界
に
冠
た
る
観
光
先
進
国

と
な
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
と
は
何
か
。

よ
り
快
適
に
、
便
利
な
旅
を
楽
し
む
施

策
に
つ
い
て
公
共
交
通
に
焦
点
を
当
て
、

東
京
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
一
端
に

触
れ
た
。
訪
日
外
国
人
が
東
京
で
最
も

多
く
訪
れ
る
街
で
あ
る
新
宿
に
誕
生
し

た
巨
大
な
高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル「
バ
ス

タ
新
宿
」。
浅
草
、
上
野
、
銀
座
、
渋
谷

と
い
う
外
国
人
の
人
気
を
集
め
る
観
光

地
を
結
ぶ
「
東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線
」。
そ

の
現
場
で
は
す
ぐ
そ
こ
の
未
来
を
見
据

え
た
取
組
み
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

年別訪日外国人旅行者数の推移

都道府県別外国人宿泊者数

訪都外国人旅行者が
訪れた場所

旅行中に困ったこと
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　1位
無料公衆
無線LAN

（Wi-Fi）環境

　2位
施設等のスタッフと

コミュニケーションがとれない
（英語が通じない等）

　3位
多言語表示

（観光案内版等）

　4位
多言語地図、パンフレットの

入手場所が少ない

　5位
割引チケット、企画乗車券の

情報の入手

2位 大阪府
7,761,300人

1位 東京都
14,774,750人

3位 北海道
4,493,380人

4位 京都府
4,131,530人

5位 沖縄県
3,260,780人

6位 千葉県
2,996,320人

7位 福岡県
1,940,430人

8位 愛知県
1,900,410人

9位 神奈川県
1,809,700人

10位 静岡県 
1,518,940人総務省・観光庁、 「訪日外国人旅行者の国内における受入環境整備に関する現状調査結果」（2016年1月）を基に作成

東京都、「平成27年度 国別外国人旅行者行動特性
調査報告書」（2016年3月）を基に作成

日本政府観光局（JNTO）、 報道発表資料「訪日外客数2016年12月推計値を発表」（2017年1月）を基に作成

日本経済新聞社、「外国人観光客、どこ
へ行く？ 何を買う？ 」（2015年（1−
10月）のデータ）を基に作成

（複数回答）
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つ
い
一
年
ほ
ど
前
ま
で
、
新
宿
駅
か

ら
地
方
に
出
発
す
る
高
速
バ
ス
の
発
着

場
は
、
主
に
西
口
周
辺
に
分
散
し
て
い

た
。
最
も
離
れ
て
い
る
東
京
都
庁
、
新

宿
中
央
公
園
近
く
の
乗
り
場
ま
で
は
駅

か
ら
徒
歩
で
一
四
、五
分
も
か
か
る
。

大
き
な
荷
物
を
抱
え
、
雨
が
降
れ
ば
傘

を
さ
し
な
が
ら
バ
ス
の
到
着
を
待
つ
こ

と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
不

便
を
解
消
し
、
交
通
結
節
機
能
を
強
化

す
る
た
め
に
整
備
さ
れ
た
の
が
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
「
バ
ス
タ
新
宿
」
だ
。
点
在

す
る
一
九
カ
所
の
乗
降
場
を
一
カ
所
に

集
約
し
た
こ
の
大
規
模
な
交
通
結
節
点

が
開
業
か
ら
一
年
を
迎
え
る
。
場
所
は

新
宿
駅
南
口
の
正
面
、
Ｊ
Ｒ
の
線
路
を

高
架
す
る
甲
州
街
道
の
新
宿
跨
線
橋
に

沿
っ
て
建
設
さ
れ
た
。

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設

の
二
階
部
分
で
、
甲
州
街
道
と
接
し
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
の
新
南
改
札
に
直
結
し
、

ホ
ー
ム
か
ら
直
接
行
き
来
す
る
こ
と
も

可
能
だ
。
改
札
の
前
に
は
終
日
開
放
さ

れ
て
い
る
歩
行
者
広
場
が
あ
り
、
新
宿

駅
を
通
過
す
る
列
車
を
眼
下
に
眺
め
な

国
内
最
大
の

高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

が
ら
一
息
つ
く
格
好
の
ポ
イ
ン
ト
に
な

っ
て
い
る
。
隣
接
す
る
Ｊ
Ｒ
新
宿
ミ
ラ

イ
ナ
タ
ワ
ー
低
層
部
の
商
業
施
設

「N
EW
oM
an

」
で
軽
食
や
土
産
物
、

日
用
品
を
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

三
階
に
は
タ
ク
シ
ー
の
乗
降
場
と
バ

ス
の
降
車
専
用
バ
ー
ス
が
三
カ
所
あ
る
。

か
つ
て
甲
州
街
道
で
利
用
客
を
待
ち
、

列
を
な
し
て
い
た
タ
ク
シ
ー
を
こ
こ
に

集
約
し
、
新
宿
四
丁
目
の
交
差
点
か
ら

西
新
宿
一
丁
目
ま
で
の
約
五
〇
〇
㍍
を

終
日
駐
停
車
禁
止
エ
リ
ア
と
す
る
こ
と

で
混
雑
の
緩
和
を
図
っ
て
い
る
。
三
階

に
あ
る
東
京
都
が
運
営
す
る
東
京
観
光

情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
和
服
姿
の
女
性

ス
タ
ッ
フ
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
片
手
に
、

海
外
か
ら
の
旅
行
者
の
相
談
に
乗
っ
て

い
た
。

　

そ
し
て
施
設
の
メ
イ
ン
で
あ
る
四
階

に
は
バ
ス
乗
場
が
一
二
バ
ー
ス
、
待
合

室
、
発
券
場
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

カ
ウ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
た
。
時
刻
表

の
表
示
、
各
バ
ー
ス
の
サ
イ
ン
は
行
き

先
別
に
青
、
オ
レ
ン
ジ
、緑
、紫
の
四
色

に
色
分
け
さ
れ
、
こ
の
色
を
た
ど
る
こ

と
で
目
的
の
バ
ス
に
乗
る
ま
で
の
動
線

を
ス
ム
ー
ズ
な
も
の
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
日
本
最
大
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

が
擁
す
る
高
速
バ
ス
の
発
着
便
数
は
ピ

ー
ク
時
で
一
日
あ
た
り
一
、六
二
五
便
。

三
九
都
府
県
、
三
〇
〇
も
の
都
市
を
結

ん
で
い
る
。

　

バ
ス
タ
新
宿
の
事
業
主
体
は
国
土
交

通
省
関
東
地
方
整
備
局
だ
。
担
当
す
る

東
京
国
道
事
務
所
で
お
話
を
伺
っ
た
。

「
も
と
も
と
先
行
す
る
整
備
事
業
と
し

て
、
新
宿
跨
線
橋
の
架
替
計
画
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
工
事
の
た
め
に
作
業
ヤ

ー
ド
と
な
る
人
工
地
盤
を
構
築
し
た
の

で
す
が
、
こ
れ
を
有
効
活
用
し
て
交
通

結
節
機
能
を
集
約
し
た
施
設
が
こ
の
バ

ス
タ
新
宿
で
す
」
と
説
明
し
て
く
れ
た

の
は
東
京
国
道
事
務
所
の
担
当
者
だ
。

一
九
二
五
年
に
架
け
ら
れ
た
橋
は
供
用

か
ら
八
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化

に
と
も
な
う
耐
震
性
に
大
き
な
課
題
を

抱
え
て
い
た
。
直
下
に
は
一
六
本
も
の

線
路
が
走
る
。
首
都
直
下
地
震
の
直
撃

を
受
け
た
際
の
被
害
は
甚
大
な
も
の
に

な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
全
国
最
大
級

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
あ
る
新
宿
駅
の
一

日
あ
た
り
の
乗
降
客
数
は
約
三
四
〇
万

人
、
う
ち
南
口
の
利
用
者
は
約
四
三
万

人
に
達
す
る
。
駅
前
広
場
を
持
た
な
い

南
口
は
改
札
を
出
る
と
す
ぐ
跨
線
橋
の

道
路
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
面
の

道
幅
は
三
〇
㍍
、
う
ち
両
側
の
歩
道
は

五
㍍
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
。
安
全
性
の

確
保
等
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
も

跨
線
橋
の
架
替
は
長
年
の
懸
案
と
な
っ

て
い
た
。

新
宿
駅
を
ま
た
ぐ
交
通
結
節
点

3階に設置された東京都運営の東京観光
情報センター。全国の観光情報の提供は
もちろん、外貨両替や交通・イベントの
チケットの手配、荷物の宅配などそのサ
ポートメニューは多岐にわたる。

開業から１年を迎えるバスタ新宿の高
速バス乗車場。特に朝夕は到着、出発
する利用者で大変な賑わいを見せる。

日本一を誇る新宿を支える
高速バスターミナル

バスタ新宿

2階のJR新宿駅新南改札からは、4階の高速バス乗車場へ直接行けるよう
エスカレーターが設置されており、動線が交わらない工夫がされている。

（提供：国土交通省関東地方整備局 東京国道事務所）

バスタ新宿のフロアマップ

CHANGING
TRANSPORTATION BUS▶▶

4F

歩行者デッキ

3F

2F

東京観光情報センター
高速バス降車場

タクシー
降車場

タクシー
乗車場

高速バス乗車場

4F直結
エスカレーター

新南改札

JR新宿駅
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架
替
工
事
は
一
九
九
九
年
に
着
工
、

二
〇
一
三
年
の
春
に
完
了
し
た
。
道
路

は
五
〇
㍍
、
歩
道
も
最
大
一
五
㍍
に
ま

で
拡
幅
し
南
口
は
ゆ
と
り
あ
る
空
間
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
こ
の
事
業
と

一
体
的
に
バ
ス
タ
新
宿
の
整
備
が
進
め

ら
れ
た
。「
バ
ス
タ
新
宿
の
起
工
式
は

二
〇
〇
六
年
の
春
、
一
〇
年
余
り
の
歳

月
を
か
け
て
日
本
最
大
の
高
速
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。
隣
接
す

る
Ｊ
Ｒ
新
宿
ミ
ラ
イ
ナ
タ
ワ
ー
も
ほ
ぼ

同
時
期
に
オ
ー
プ
ン
し
て
、
交
通
結
節

機
能
と
再
開
発
ビ
ル
が
一
体
と
な
っ
た
、

官
民
連
携
事
業
と
し
て
も
初
め
て
の
試

み
で
し
た
」
と
担
当
者
は
話
す
。

　

バ
ス
タ
新
宿
の
利
用
者
は
一
日
あ
た

り
平
均
で
約
二
・
九
万
人
、
昨
年
の
お

盆
、
年
末
の
時
期
に
そ
れ
ぞ
れ
三
・

八
万
人
を
記
録
し
た
。「
分
散
し
て
い

た
高
速
バ
ス
の
発
着
場
を
一
カ
所
に
集

約
し
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
を
充
実
さ
せ
た

こ
と
で
、
バ
ス
タ
は
概
ね
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
全
国
各
地
を
結
ぶ
路

線
の
多
彩
さ
や
、
座
っ
て
快
適
に
移
動

で
き
る
バ
ス
の
便
利
さ
も
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
し
、
今
後
も
た
く
さ
ん
の
方
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
」
と

担
当
者
は
話
す
。
海
外
か
ら
の
旅
行
者

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
み
る
と
、

安
価
な
料
金
、
目
的
地
に
直
接
行
け
る

点
が
バ
ス
を
選
ぶ
理
由
の
上
位
を
占
め

る
。
一
方
で
い
ま
以
上
に
利
便
性
を
追

求
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
も
考
え
て

い
る
と
い
う
。
同
様
に
担
当
者
は
こ
う

語
る
。「
時
刻
表
か
ら
ブ
ー
ス
ま
で
、
方

面
別
に
色
分
け
し
た
色
彩
計
画
や
、
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
ト
イ
レ
な
ど
の

サ
イ
ン
も
熟
慮
し
て
決
め
た
の
で
す
が
、

ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
オ
ー
プ

ン
後
も
場
内
の
床
に
大
き
な
矢
印
を
プ

リ
ン
ト
す
る
な
ど
、
よ
り
分
か
り
や
す

く
な
る
よ
う
細
部
に
わ
た
っ
て
改
善
を

進
め
て
い
ま
す
」。
電
光
掲
示
さ
れ
る

時
刻
表
、
場
内
の
案
内
表
記
は
日
英
中

韓
の
多
言
語
表
示
を
基
本
と
し
、
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
言
語
別
に
五
種
類
を

用
意
し
た
。
誘
導
表
示
を
色
分
け
し
た

の
も
、
言
葉
に
よ
る
説
明
に
加
え
、
一

目
で
行
き
先
が
分
か
る
よ
う
配
慮
し
た

も
の
だ
。
そ
れ
で
も
開
業
以
降
に
い
く

つ
か
の
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
そ

の
例
が
コ
ン
ビ
ニ
と
ト
イ
レ
だ
。

　
「
乗
車
直
前
に
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の

を
買
い
た
い
と
い
う
お
客
様
は
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
や
は
り
コ
ン
ビ
ニ
が
欲

し
い
と
。
現
在
、
待
合
場
に
暫
定
的
な

店
舗
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
、
コ
イ

ン
ロ
ッ
カ
ー
を
移
動
し
て
ス
ペ
ー
ス
を

作
り
、
本
格
的
な
コ
ン
ビ
ニ
を
開
設
す

る
予
定
で
す
」
と
担
当
者
は
話
す
。

　

さ
ら
に
ト
イ
レ
、
特
に
女
性
用
の
混

雑
も
課
題
だ
っ
た
。
当
初
、
八
室
だ
っ

た
四
階
の
女
性
用
ト
イ
レ
は
昨
年
の

細
部
に
目
を
向
け

進
化
を
続
け
る

十
二
月
に
六
室
増
設
し
た
。
パ
ウ
ダ
ー

ル
ー
ム
を
併
設
す
る
多
機
能
型
の
ト
イ

レ
だ
。「
バ
ス
の
利
用
者
は
男
性
が
主

流
に
な
る
と
い
う
先
入
観
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
女
性
の

お
客
様
が
結
構
多
か
っ
た
。
着
替
え
や

化
粧
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
に
ま
で
気
配
り

が
行
き
届
い
て
い
な
か
っ
た
」
と
担
当

者
は
自
戒
を
込
め
て
そ
う
説
明
す
る
。

高
速
道
路
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
あ

る
グ
レ
ー
ド
の
高
い
ト
イ
レ
も
参
考
に

し
よ
う
と
話
題
に
な
っ
た
。「
空
間
に

制
約
は
あ
り
ま
す
が
い
ろ
い
ろ
工
夫
を

し
て
い
こ
う
と
。
女
性
の
意
見
も
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
使
い
勝
手
を
更
に
向

上
さ
せ
て
い
き
ま
す
」。
国
道
事
務
所

は
元
来
幹
線
道
路
や
バ
イ
パ
ス
の
整
備

と
い
っ
た
道
路
行
政
を
司
る
機
関
だ
。

時
代
は
変
わ
っ
た
。「
利
用
者
が
何
を

求
め
て
い
る
の
か
、
ど
う
い
っ
た
設
備

が
必
要
な
の
か
。
更
に
何
か
で
き
る
こ

と
が
あ
る
の
で
な
い
か
と
、
有
識
者
を

交
え
て
細
部
に
わ
た
っ
て
多
角
的
に
検

討
を
継
続
し
て
い
ま
す
」。

　

前
述
し
た
通
り
、
バ
ス
タ
新
宿
へ
は

Ｊ
Ｒ
の
新
南
改
札
を
使
え
ば
、
ホ
ー
ム

か
ら
雨
に
濡
れ
る
こ
と
な
く
行
く
こ
と

が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
便
利
さ
が

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
南
口
か
ら

地
上
に
出
て
道
路
を
横
断
し
て
入
場
す

る
利
用
者
が
少
な
く
な
い
の
だ
。「
Ｊ

Ｒ
と
連
携
し
て
効
果
的
な
誘
導
サ
イ
ン

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
や
旅

行
代
理
店
な
ど
民
間
と
我
々
双
方
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
か
し
、
目
的
意

識
を
共
有
し
な
が
ら
こ
の
施
設
を
進
化

さ
せ
て
い
き
ま
す
」
と
担
当
者
は
話
す
。

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
に
は
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
、
創
造
す
る
側
の
共
感
、
協
調
が
不

可
欠
だ
。

　

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
大
規
模
な
高
速
バ

ス
交
通
結
節
点
は
全
国
で
も
初
と
な
る
。

海
外
の
国
鉄
を
含
め
全
国
の
行
政
、
事

業
者
の
視
察
は
引
き
も
切
ら
な
い
。
バ

ス
タ
新
宿
の
取
組
み
は
地
方
主
要
都
市

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
活
か
さ
れ
て
い
く
だ

ろ
う
。

　

公
募
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
「
バ
ス

タ
」
と
い
う
愛
称
に
は
、「
バ
ス
が
ス
タ

ー（
星
）
の
よ
う
に
各
地
を
放
射
す
る
」

と
い
う
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
。
東
京
の
新
星
は
そ
の
輝
き
を
徐
々

に
増
し
て
い
る
。

目
的
意
識
の
共
有
と

共
感
を
糧
に

パンフレットは5カ国語分用意されており、
利用者から好評を博している。

行き先を示す施設内の表示は方面別に4色で色分け。この「色」をたどれば目的の
乗車バースに誘導される。床面にも表示を追加し視認性を高めた。電光掲示板は
4カ国語表示だ。

バスタ新宿の建設に関わった建設業関係者の数は約10年間で延べ
50万人、人工地盤は161本の杭に支えられている。どことなく昭
和の香りが漂う「バスタ新宿」のロゴも古くて新しいと好評だ。
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渋
谷

表
参
道

外
苑
前

青
山
一
丁
目

赤
坂
見
附

溜
池
山
王

虎
ノ
門

新
橋

銀
座

京
橋

日
本
橋

三
越
前

神
田

末
広
町

上
野
広
小
路

上
野

稲
荷
町

田
原
町

浅
草

　

日
本
に
本
格
的
な
旅
客
用
地
下
鉄
が

つ
く
ら
れ
た
の
は
一
九
二
七
年
の
こ
と
。

東
京
地
下
鉄
道
㈱
の
浅
草
駅
―
上
野

駅
間
の
約
二
・
二
㌔
㍍
が
発
祥
だ
。
そ

の
後
、
渋
谷
ま
で
延
伸
し
た
現
在
の
東

京
メ
ト
ロ
銀
座
線
は
今
年
で
開
業
九
〇

年
を
迎
え
る
。
こ
れ
を
機
に
「
銀
座
線

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
だ
。
そ
の
他

の
路
線
で
も
利
便
性
、
快
適
性
を
追
求

し
た
各
種
取
組
み
が
積
極
的
に
展
開
さ

れ
て
い
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
多
言

語
表
記
な
ど
は
そ
の
一
環
だ
。
東
京
の

地
下
鉄
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ

の
背
景
に
つ
い
て
東
京
地
下
鉄
㈱
の

本
社
で
お
話
を
聞
い
た
。

　

銀
座
線
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
東
洋
初
、

日
本
で
一
番
古
い
地
下
鉄
で
あ
る
銀
座

線
を
、
そ
の
歴
史
と
先
端
機
能
を
発
信

す
る
路
線
と
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

計
画
だ
。
鉄
道
本
部
鉄
道
統
括
部
の
佐

藤
浩
樹
課
長
補
佐
に
そ
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
伺
っ
た
。「
コ
ン
セ
プ
ト
は
『
伝

統
×
先
端
の
融
合
』
で
す
。
銀
座
線
は

日
本
の
文
化
を
色
濃
く
残
す
浅
草
か
ら
、

最
新
の
情
報
を
発
信
し
続
け
る
渋
谷
を

伝
統
×
先
端
の
融
合

結
ぶ
路
線
で
す
。
ま
さ
に
伝
統
と
先
端

を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
駅
の
改
装
だ
け

で
は
な
く
、
車
両
や
設
備
を
一
貫
し
た

コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
一
体
的
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
路
線
自
体
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
目
指
す
事
業
で
す
」。
単
独
の

駅
や
そ
の
周
辺
の
エ
リ
ア
を
機
能
強
化
、

再
開
発
す
る
事
業
は
こ
れ
ま
で
に
も
多

く
見
ら
れ
た
が
、
路
線
そ
の
も
の
の
ブ

ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
る
戦
略
は
初
め
て

の
試
み
だ
。「
銀
座
線
は
地
上
か
ら
掘

り
下
げ
る
開
削
工
法
で
建
設
さ
れ
た
最

も
浅
い
地
下
鉄
。
い
わ
ば
ま
ち
の
地
下

一
階
部
分
に
あ
る
路
線
で
す
。
今
ま
で

以
上
に
お
客
様
に
親
し
み
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
す
」
と
佐
藤
氏
は
話
す
。

　

銀
座
線
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
が
「
駅
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」
だ
。

浅
草
か
ら
渋
谷
ま
で
を
「
下
町
」「
商

業
」「
銀
座
」「
ビ
ジ
ネ
ス
」「
ト
レ
ン

ド
」
と
い
っ
た
五
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
関
わ

る
設
計
、
工
事
を
前
提
と
し
た
様
々
な

ア
イ
デ
ア
を
一
般
公
募
、
そ
の
デ
ザ
イ

ン
を
実
際
の
駅
改
装
に
反
映
さ
せ
る
。

鉄
道
本
部
工
務
部
の
村
里
誠
課
長
補
佐

が
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
く
れ
た
。

「
銀
座
線
の
沿
線
は
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
観

光
ま
で
を
網
羅
す
る
多
彩
な
路
線
で
す
。

そ
の
魅
力
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
た
め

に
路
線
全
体
を
対
象
と
し
た
コ
ン
ペ
と

し
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
の
公
募
を
通
し

て
銀
座
線
の
価
値
を
『
向
上
す
る
』
と

同
時
に
『
伝
え
る
』
と
い
う
二
つ
の
思

想
に
基
づ
い
て
い
ま
す
」。
応
募
者
は

デ
ザ
イ
ン
に
あ
た
っ
て
銀
座
線
の
歴
史
、

伝
統
を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
な
る
。
募

集
告
知
か
ら
選
定
、
結
果
発
表
と
い
っ

た
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
銀
座
線
の
魅

力
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
格
好
の
機
会

と
い
え
る
。

　

二
〇
一
二
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
も
今
年
の
「
ト
レ
ン
ド

エ
リ
ア
」
で
五
回
目
、
最
終
コ
ン
ペ
と

な
っ
た
。
今
年
二
月
末
に
決
ま
っ
た
案

は
、
各
駅
の
並
木
、
緑
地
空
間
を
モ
チ

利便性と価値向上を目指す
路線リニューアル

ユ
ー
ザ
ー
と
共
に
考
え
る

地
下
鉄
の
理
想
形

銀座線リニューアル
エリアコンセプト
銀座線リニューアルは路線自体
をリフレッシュするプロジェク
トだ。その中核イベント「駅デ
ザインコンペ」では浅草から始
まる「下町エリア」から、渋谷に
至る「トレンドエリア」まで、5
つのエリアに分けそれぞれのイ
メージにふさわしい駅のデザイ
ンを公募、今後の改装に反映し
ていく。

東京メトロ
CHANGING
TRANSPORTATION SUBWAY▶▶

現在の銀座線京橋駅改札口（渋谷方）。昨
年11月より、反対側の改札口（浅草方）か
らリニューアル工事が始まっている。　

京橋駅のデザインは、近代的な街でありな
がら歴史的建造物や美術骨董品ギャラリー
が残っているといった、歴史と近代が共生
する街のイメージを表現している。

（提供：東京地下鉄㈱）

トレンドエリア 銀座エリア
下町エリア
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ビジネスエリア 商業エリア

佐藤浩樹
Hiroki Sato

東京地下鉄株式会社
鉄道本部 鉄道統括部 
計画課 課長補佐
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ー
フ
と
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
高
級
住

宅
街
と
い
っ
た
憧
れ
の
街
に
つ
な
げ
よ

う
と
す
る
斬
新
な
も
の
だ
っ
た
。
募
集

要
項
を
英
訳
で
も
リ
リ
ー
ス
し
た
と
こ

ろ
、
海
外
か
ら
も
約
二
〇
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
た
。
ロ
ン
ド
ン
か
ら
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
駆
け
つ
け
る
応
募
者
も

あ
っ
た
。「
銀
座
線
を
知
ら
な
い
方
は

い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

降
り
た
こ
と
の
な
い
駅
と
い
う
の
は
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
末
広
町

駅
は
実
は
秋
葉
原
の
隣
、
田
原
町
駅
は

道
具
の
街
、
と
い
っ
た
興
味
深
い
街
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
銀
座
線
を
知
る

こ
と
は
東
京
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」
と
村
里

氏
は
駅
コ
ン
ペ
の
効
果
を
こ
う
語
る
。

　

海
外
か
ら
の
利
用
者
の
地
下
鉄
に
対

す
る
注
目
度
、
期
待
感
も
高
ま
っ
て
い

る
。
地
下
鉄
は
三
年
後
に
迫
っ
た
東
京

リ
ー
化
、
サ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
は
主
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
整
備
に
な
り
ま
す
が
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
ホ

ー
ム
か
ら
地
上
ま
で
の
経
路
上
の
段
差

を
解
消
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
み
の
一

ル
ー
ト
を
全
駅
で
実
現
す
る
目
標
を
立

て
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
の
は
鉄
道

統
括
部
の
尾
上
豊
弘
課
長
補
佐
だ
。
車

い
す
の
利
用
者
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
階

段
昇
降
機
な
ど
を
使
っ
て
ホ
ー
ム
と
地

上
を
行
き
来
で
き
る
一
ル
ー
ト
は

二
〇
一
四
年
度
ま
で
に
全
駅
で
達
成
し

て
い
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
み
の
一
ル

ー
ト
の
整
備
は
二
〇
一
七
年
度
末
ま
で

に
全
駅
の
八
割
以
上
で
達
成
し
て
お
り
、

こ
れ
を
二
〇
一
九
年
度
ま
で
に
全
駅
で

が
、
施
設
の
増
強
に
と
も
な
う
地
下
空

間
、
地
上
部
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は
、

そ
れ
が
狭
隘
な
も
の
で
あ
っ
て
も
容
易

な
こ
と
で
は
な
い
。
尾
上
氏
は
現
状
を

こ
う
説
明
す
る
。「
弊
社
が
所
有
す
る

土
地
、
ス
ペ
ー
ス
は
そ
う
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
新
設
も
、

地
下
の
設
備
関
係
の
間
隙
や
、
国
や
行

政
機
関
の
所
有
地
、
民
有
地
を
探
す
こ

と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
仰
ぎ
な

が
ら
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は

狭
い
空
間
で
も
容
量
の
大
き
な
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
設
置
や
、
工
期
の
短
縮
を
可

能
と
す
る
技
術
、
工
法
が
開
発
さ
れ
る

こ
と
を
望
み
ま
す
」
と
、
尾
上
氏
は
建

設
、
設
備
分
野
と
足
並
み
を
揃
え
て
進

め
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　

駅
構
内
で
の
動
線
を
示
す
案
内
看
板

や
サ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
も
大
幅
な
見
直
し

か
ら
一
〇
年
余
が
経
過
し
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
、
外
国
人
旅
行
者
に
さ
ら
に

配
慮
し
た
基
準
改
正
が
進
め
ら
れ
、
駅

ナ
ン
バ
リ
ン
グ
の
有
効
活
用
や
避
難
ル

ー
ト
の
多
言
語
表
記
、
さ
ら
に
バ
リ
ア

フ
リ
ー
ル
ー
ト
の
案
内
や
点
在
す
る
サ

イ
ン
の
集
約
、
大
型
化
な
ど
が
行
わ
れ

る
。
大
規
模
改
修
中
の
駅
を
除
き
、

二
〇
二
〇
年
を
目
途
に
全
駅
で
更
新
す

る
予
定
だ
。

　

公
共
交
通
の
整
備
、
発
展
は
こ
れ
に

関
わ
る
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル
ダ
ー

が
そ
の
意
義
を
共
有
す
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
る
。
各
者
単
独
の
取
組
み
で
は
な

く
、
さ
ら
に
便
利
に
、
も
っ
と
快
適
に

し
よ
う
と
す
る
共
通
意
識
が
理
想
的
な

公
共
交
通
の
構
築
を
推
し
進
め
て
い
く
。

バ
ス
タ
新
宿
、
銀
座
線
の
挑
戦
は
そ
の

こ
と
を
改
め
て
教
え
て
く
れ
た
。

完
了
す
る
予
定
だ
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
二
〇
一
六
年
度
末

ま
で
に
全
一
七
九
駅
の
う
ち
一
七
〇
駅

に
三
九
五
基
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

「
階
段
昇
降
機
は
振
動
が
あ
り
、
苦
手

と
お
っ
し
ゃ
る
お
客
様
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
駅
員
に
よ
る
操
作
も
必
要
で

す
。
車
い
す
の
お
客
様
が
自
由
に
利
用

で
き
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
さ
ら

に
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
尾

上
氏
は
話
す
。

　

そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
限
ら
れ
た

地
下
に
お
け
る
空
間
の
確
保
だ
。
さ
ら

に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
地
上

の
土
地
は
東
京
メ
ト
ロ
の
持
ち
物
と
は

限
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
都
市
部
に
お
い

て
地
上
の
用
地
占
有
を
最
小
限
に
抑
え

ら
れ
る
点
が
地
下
鉄
の
大
き
な
強
み
だ

上／外国人旅行者が多い駅には、東京の観
光スポットへの行き方や乗車方法を案内す
る「ウェルカムボード」が設置されている。
下／東京メトロ全線で日本語、英語、中国
語、韓国語の4カ国語表示可能な旅客案内
装置の導入が進められている。

高齢者、障がい者もシーム
レスに地上と地下を行き来
できるようバリアフリー設
備の整備を進めている。
2014年度にスロープやエ
レベーター、階段昇降機な
どでホームから地上まで移
動できる1ルート整備を
100％達成。さらに全駅で
のエレベーターによる1ル
ート整備も間近だ。

（提供：東京地下鉄㈱）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

メ
イ
ン
会
場
も
擁
し
て
い
る
。
日
比
谷

線
、
千
代
田
線
な
ど
の
ホ
ー
ム
で
行
き

先
、
発
車
時
刻
を
示
す
自
動
旅
客
案
内

装
置
で
は
日
英
中
韓
の
四
カ
国
語
表
示

も
始
ま
っ
た
。「
発
券
機
の
対
応
言
語

を
追
加
、
音
声
翻
訳
が
で
き
る
メ
ガ
ホ

ン
な
ど
も
試
験
的
に
導
入
し
ま
し
た
。

駅
員
の
英
会
話
教
育
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
海
外
か
ら
の
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
か
ら
、
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
は
こ
れ
が
ゴ
ー
ル
と
い
う

こ
と
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と

佐
藤
氏
は
話
す
。

　

地
下
鉄
の
利
用
者
は
一
日
あ
た
り
約

七
〇
七
万
人
に
達
す
る
。
こ
の
う
ち
外

国
人
は
五
・
六
万
人
と
い
う
デ
ー
タ
が

あ
る
。
全
体
の
一
％
に
満
た
な
い
数
字

だ
が
、
こ
の
二
、三
年
で
一
・
五
倍
に
増

加
し
た
。「
外
国
人
の
お
客
様
は
今
後

も
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
他
事
業
者

な
ど
と
連
携
し
て
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
」
と
佐
藤
氏
は

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

東
京
メ
ト
ロ
は
駅
構
内
の
バ
リ
ア
フ

海
外
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

尾上豊弘
Toyohiro Onoue

東京地下鉄株式会社
鉄道本部 鉄道統括部　
計画課 課長補佐

土
地
を
必
要
と
し
な
い

地
下
鉄
の
功
罪
!?

エレベーター
1ルート整備

南北線東大前駅のサイン。文字を大
きくし、昇降設備のピクトグラム標
記化でエレベーターの位置が分かり
やすくなった。

村里 誠
Makoto Murasato

東京地下鉄株式会社
鉄道本部 工務部 建築課
課長補佐
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臨海部から都心エリア
ではBRTの導入によ
り、鉄道やゆりかもめ、
路線バスとの連携を想
定したきめ細かい公共
交通の構築を目指す。

TOKYO NEW TR ANSPORTATION

　
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ

ョ
ン
」
の
具
体
的
な
施
策
は
、
ビ
ジ
ョ

ン
発
表
の
直
後
に
国
の
観
光
立
国
推
進

閣
僚
会
議
に
よ
っ
て
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
詳
し
い
。

そ
の
な
か
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
視
点
の
一

つ
で
あ
る
「
す
べ
て
の
旅
行
者
が
ス
ト

レ
ス
な
く
快
適
に
観
光
を
満
喫
で
き
る

環
境
」
を
整
え
る
た
め
に
、
交
通
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
触
れ
て
い
る
。

　

首
都
圏
の
ベ
イ
エ
リ
ア
で
は
、
大
型

ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
を
促
す
た
め
、
海

外
か
ら
の
玄
関
口
と
な
る
客
船
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
整
備
を
進
め
、
港
湾
機
能
の
拡

充
を
図
る
。
東
京
港
で
は
臨
海
副
都
心

の
青
海
地
区
で
一
三
号
地
客
船
タ
ー
ミ

ナ
ル
施
設
（
仮
称
）
の
新
設
工
事
が
今

年
中
に
着
工
。
ク
ル
ー
ズ
情
報
を
船
会

社
、
港
湾
管
理
者
で
共
有
し
、
需
要
と

供
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
ソ
フ
ト
面

で
の
協
力
体
制
も
整
い
つ
つ
あ
る
。

　

一
方
、
東
京
都
も
二
〇
一
四
年
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
、
さ
ら
に
そ
の
先
の
持
続
的
な

都
の
発
展
を
見
据
え
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
「
東
京
都
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

「
ビ
ジ
ョ
ン
」を「
現
実
」に
導
く

定
し
た
。
こ
の
な
か
で
も
公
共
交
通
の

改
善
に
つ
い
て
、
鉄
道
か
ら
バ
ス
、
船

運
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
ま
で
、
多
彩
な

施
策
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ベ
イ
エ
リ
ア

で
は
「
船
旅
活
性
化
モ
デ
ル
地
区
」
を

指
定
、
観
光
船
の
運
行
に
関
わ
る
規
制

の
弾
力
的
運
用
な
ど
の
実
証
実
験
が
始

ま
っ
て
い
る
。
水
上
タ
ク
シ
ー
な
ど
も

さ
ら
に
便
利
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に

都
心
と
臨
海
副
都
心
と
を
結
ぶ
バ
ス
高

速
輸
送
シ
ス
テ
ム
（
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）
の
計
画

が
進
み
、
将
来
的
に
は
四
系
統
で
の
運

行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に

お
い
て
建
設
業
界
が
担
う
使
命
は
大
き

い
。
既
存
の
施
設
、
交
通
シ
ス
テ
ム
を

稼
働
さ
せ
な
が
ら
強
化
、
改
修
す
る
高

度
な
施
工
技
術
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
だ
。

複
雑
に
入
り
組
む
大
都
市
「
東
京
」
に

新
た
な
機
能
を
付
与
す
る
た
め
、
土
木
、

建
築
の
粋
を
結
集
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
を
現
実
の
も
の
と
す
る
施

策
が
各
所
で
始
ま
っ
て
い
る
。
公
共
交

通
の
改
善
が
進
む
こ
と
で
外
国
人
旅
行

者
は
も
と
よ
り
、
初
め
て
東
京
を
訪
れ

る
国
内
旅
行
者
の
利
便
性
も
大
き
く
向

上
す
る
。
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
く
東
京

の
公
共
交
通
の
姿
に
期
待
が
膨
ら
む
。

バスタ新宿
東京

銀座
虎ノ門

豊洲

浅草

品川

渋谷

新客船ふ頭

羽田空港

リニア中央新幹線

銀座線

北陸新幹線

BRT

水上タクシー乗降場

大型客船に対応する港
湾施設の新設、増強も
進む。東京港青海地区
の新ターミナルをはじめ、
横浜港でも整備計画が
具体的になってきた。

2016年に策定された
「観光ビジョン実現プ
ログラム2016」では、
羽田空港の空港処理能
力を2020年度までに
8万回の拡大について
最優先に取り組むこと
が示されている。

新幹線をはじめとする
高速鉄道は東京を中心
とする広域ネットワー
クの要だ。今後は各地
域を走る鉄道やバスな
どの二次交通網とのリ
ンクが期待される。

時速500kmで疾走す
るリニア新幹線の建設
工事も始まっている。
品川-名古屋間の開業
は2027年の予定。日
本の新たな大動脈に期
待が集まる。

昨夏から運行を開始し
た水上タクシー。ベイ
エリア観光の新しい移
動手段、また災害時の
ドクターボートとして
の活用も期待される。

羽田空港

客船ターミナル

BRT

水上タクシー

リニア中央新幹線

北陸新幹線

（提供：京成バス㈱）
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